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硫化鉱中の発破後ガスに就し､て

(q和 28年 12月 12日 支社)

仁多 'hTyl･岩胎 信治 ･阿坂 ql文

(r1本LE荘作式台敢 JgtJさ作蔑併)

拷 甘

同和公案PIW rの応護及び協力を持て.拭化卓文

中の売払後ガスの紬 を椛 Ll=｡その枯淡管玉ダイ

ナYイトの奴 筏 uス中に存在する祁 VガスTこる一段

化好 及びこい7-<ガスは琵菜兜:の多(の位LiEでtjt

&し'=椴 と大運,なく,LLtしろ少''lにも拘らず,ef化

生中の弗放校uスには卿 ･'_-見地 があり,同一ロの

ほ兼でEBLIEPに茨ける果敢を行つ1=捜uスとは,その

睦玉を全く兵にして''､た｡そこで正石と狂臣繋 K ス と

の反拡糊 し,etfと水菜,吉池 qスの粕 を東B

Ll=ところ何t',i)有辺･'L畢庄:=蕊て-改化炊票やニI

T7-ゼuスを;変格していることを見出し/こ｡このal_-

取 去外国文1枚一二は見られるが我が田:こ放ては恐らく鼓

初と考えられるから今技の名山に於 ナる秘 技Vスに

対する印 や考蕪の参考とTJ:ると考えて狐 を売

女する｡

/:

･1.0 朋 排脚, 笠蒜 笈孔 - 法

l 発破後ガスの盲考致

紬 に伏FFlLl=〆イナマイトは旺采からLALく各位山

に使用されている所柄ダイナマイT･(32托 Xll25花)

でそのPil合娘分は誠 II:迎LJる如きものであり,それ

より晃生する1Ti3Kスとしては拍9tに於けるたきの拝

政敵 ,｢良化ほ 及びこ tt7-ゼガス以外は阿Bdに

I-Eるとは考えられない｡

7Z I

ヰ要部;ミ;,'三:三言雪空;三㌘芸冶_A

雪空Tて 2㌔,ポ ーltTT,.,5品 5-9,･30-03ガ

そこで獅m̂ ,̂Tソ迅分析載曙を用いてCO三及び

0三を分析しgF柑用ダブ-L式一晩化柑 分析狼EE(l2

0広 )に1りCOを北川式検知管そ耐用してが0=を分

析し,.二｡その髄 粟は班2に戻す33]くである｡徐涜

Jは:中の筋 分は48-50ク占で,襲中で現虫気とあるの
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は粕 約に茶托を使用し/二のである｡

以上の糊 にまた{判FiqLI'ここ亡は当故山に放ては1m

竹が22x2S氷ta'で奇遇のどLLは り大きく従って勇敢

筏uス串の有窃ガス こ̀ろ一匹化炭欺 L(-.トロー-i,'K

スの丑は少.･と考えこTtる.然しejB申E=史Ljる虹

後ガスの茄:丑は性生山に上ヒ接して藍集うl野J)i--れIl'̂-..

が放LE:位中に焚ける売払に於しては刺戟が軌 こ著しく

Elえ持ちれない朝蛇'Tあろ/'=め竺石と牧〝3Lの反応が

考【甚される｡D lL GRrdzlerj至等の離 1)のti-に も

e封出 *に放ける未払1jtyス串に SO20097g. H声

0【)7ク.'を見出した罪科の司確 かをぜちれてlる故,黄

昏伎Hス中の耽欠課〝六の箕臣を行･}必繋モ･岱じ,hl

2同日の紬 をプ王滝LT=.

jt 発破後ガス中の読売化合物の放牧

ml回の相 の抜染において Gardzlt汀,FW の用'J1

要乏

hl｡鵬 拝仙 術 蓬笠 叢孔 喝破法 砦fi

1tbZB(題 鍔 雪駄 .-3孔 盲 '去クふ - 伝

2 tbt紺 語 等蒜 .･..yrh 9孔 蛋貰 雷 タ

3 1Tl)削 品幣 11 甲鉱 一5孔 違 クよツ品 坪放At

4i,lJJは認諾招鮎 15孔毒'よ-'ふ - 坐

,':髄 ,-2御用して声これ系〝スの3Ll牧を瓶 した｡今

岡のqjt脈では班料の採収は鉱山仰の救命i!'手を持つJ二人

に行ってもらった｡軒料琵ユ泣額所は引女前5米の附三丘

で机の高さか(天登甜!近三でこ'.1)こと[:朕つ:=｡択

朝Vスの7･経 に当って.三浪 .7如き二道雄三ざL讃･-～

tap,.ることLL党文系ガスCf昌宏:こ即し-.反応丁るこ,_
が千載ほ れるので,タイ77こ.袋D空1JLE吸引して充

分錐先LT=ものを判明したライ7TyJJ2はig火辞の圭ヨ

炉オスで予桝 ■1.:二観 ではモ空文罪〝スのl重圧安化

は料時間ではロ立J=･亡かつ一二｡そして棚 し1こガス抗

矧 出先内で正ち(=一定Btの沃莞丑定流を入れ/=鼓泉石

及び洩化カrJク.､のア ンモニア7'-亨浪rz入れ1=淵

に別々'=-定立,ち,通じ,賢ヨ!のfE料でCOt.CO,0亡

の雅 を舛らし'.｡そのtt黒や或31=戻す｡

炎3に711.プl=託文男Vスの分析法.は GaT(hler氏等

zJに従って次の如 く行なった.
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作況 CO℡ CO O空 目さ SO･ .TiO=
坤苅 (形) (%) (,～) (%) (%l) (タ3)

L･分故 27 0cm 106 02閃 0028 O-〔00 l

l.0 0030 205 0ccS OCO4 こT8亡8

日分校 23 CIJ9 】99 0∝)2 0cm OCO30

15分煙 14 0059 200 0058 DOl2 DCO10

fEl一歩 CO:,02.はJ､/r〆y屯分qrやE.COEiダクハム式.X10=Ll北JJl式故知許によも｡

Cl化水薬… loci.のTyモエア睦坑化カrtウム･を水

で托現しT.:/i'のを入hl=2CiZの銃1R℡E=74判の-定立
を迅L,7=ものを,萌:外に持alL蜜班駿ガスを挟妄する

ために塾託をIO立通し1こ｡

次に搭流を吸収幣から5血ニCのビ-カーに捗し25Cb

まで稀釈した｡枕化カr王.)ムの升色弧 は洗辞し乍

らW,液が無色になり タト.スにだ;牲I'(Jjtするまで按

･u:濃姐虎,-2恋えて折屈し''=｡そしてttJちr:004＼沃

勅 定離で5ZB)i･椅京韻として議定Ll'こ.'ナンモニT

性塩化カT-ミサ1.m液は左l化カrミサL2究Lz永i∞
CCE:rrT析し,汲 T ソCエア水25CiLJIJ加えた妓全件,-2

l丑二E:穂状して作った｡

重珊 g大 帝放校uス吸収にはOO<X'沃讃浴液10

ccを適当TE高さまで;㍑流水で離 しJ'二敬耽℡oolh-チ

オ托琵蔓ソーダ 2ccを水で績現した視軸耽敬腎及yJ段乍壬

'的Pこ飛出して蘇るナ*棚 リー〆を力TZ塊する謎潜水を

入れた吸収管の3nVL･逆鞘LIこもの1:桝引〝スの一定

丑を適しJ.=筏坑外に於で25仇:I.ビーカーに沈ひtuL.

君苛を術 策として.現存せ,-J沃崇をチ*拙技ソ-メ

の灘蛾 で満冒した｡次に同様に一世光の整然を通し

空紺 を行い禍正す｡改化水菜も訂淋 Nスも沃梁に

対し全 く同様に幼 くので詐1光較qスの丑は.この,%か

ら故1L:水架の,%TZ鎧糾 ､て井出し'-:.

m 結 果 の 考 蕪

FイナマイT･の苑較康Vスほ.その妃合成分かちも

明らかTA'如く,者達施 ガス,｢朴は脚 .汝等7(,

監兼,水芸,班化水ii,顔 の放†ヒ物であり,それら

の銅分はダイナマイトの毘成や売畝のtk件(=よって見

る｡之印の〝スの塗式中に粗大Ll.蛾合の生聖作用に

関しては生者b辞鮎を知ら1Lいので一般l:和式ありと

されて'.･る?r-p-及び-チ.lJUL･'タ著 r有ヨサ

スjJ放={G虫Tdnorの取替】を事者 として考案する｡

LI)撤 望Kス中の定議 ,朕酢uス.卿 ヒ氷菓,Tk
発等は瞭収しても私 上田はfJいがその含有丑

が在(J+Lり,轍 が安全持主邦以 Fに'1-J.'Ll_'ま7''l験

である■

b)-環化yiLFi 坑 内.I:於けろガス中r'Jのむよく引



合'ニLllされ 又射的も多 ､̀宥和〝スである.蘇

色純 で化学的■こも比較的安定であるから

清召し晶 ',I.

C)帯暇 I/ス 3{イナマイlの接Hス成分ではfJ.

tが鉱石中で売鼓されたE禁E=発生することはIih

くからまわれてい る.,宰占説に対するglIしい柵斡

性をもつガスで刺戟Z淵 r=眼及TJ喝顎に起る｡
この刺戟には等ta蛭/'tある｡

lり放化水菜 これも〆イナVイトの綾Uス成分で

はないカ攻化生文中の発鼓で見出岩れ lh例 は あ

るO小丘でも典茄で判る｡然し派庇/JL前1くなる

と政議定に放けるが如く缶カ.不快でなくなる｡

叉珊 Kスが共存すると臭気が謝空ろ｡

a)等梁の酸化物 ダイナマイトの填Vス中r=存在

する有Slgスの一つで旦仁や刑故により判る｡

こ0)ガスは中iuL/こ掛合.見料は抜7放し,炎時

Frn文は数日笹夢∈ね ことの多いILTで,-慣 化妖茄

と見 る｡

f)其の他の楚鼓に伴う有 RiKスとしては,脂 ,

アンモニア,アタdレイン呼が考えられるが之

噂E:訪つく発放校ilス召事故は見当 ら 7-5し｡又ダ

イナマイtの妓〝ス料艶で間Wとなる:比翼生し

た文献も見当らない｡

以上tiR封とfJ:るガスの蝉馳′こ空気中にある吻合の人

r拙二対する影響は研究者により,相当区ぺで あ るが

｢有巧uス｣中に私 プらわ でいる岩rZ穀 -.に花 j=る｡

袈 Lと穏 班を比較すろと一項化舛謡やニI=一･=J

lfスとま Jより/J碓出芽 ガスの危険であることが明ら

かである｡f■E.潤 3:欠乏は他Eこ有由Jrスのない執念には

問ZZlとならない粒度である｡

次1=笑談後かスによる宍祭串潜のG5に.rf以上の各〝

スが汲在するのであるからRTrr trス申75の雛 とEに･

り.男却岩れるだけでILく,男.和し7二以上の作用相接

のあることもあり.仰DT.に作用をkZi対させることもあ

り,又tiT合作用によって.SITしい特異な作用を墨十る

こともあると責めilTているから,某に間跡 iそ与堤であ

る｡然し一歳1=比化悠中に於IJ-る後Kスが妃岩*T-放

けるものよりも危険I_'ということが丑L)hている.

次に改選系〝スが1許化虻中の発破i:放 て.発生され

る現出は GerLlncr氏り時(:放れは鮒 ヒ位からElけ二流

PTが殿 の脚 と結合して悲愁 K人とfEろ.時とし

て空就中の髭栄がその正風 二加わるエ>で あ る とい

う｡現化水菜の栄盗するLS田:三乗71研rJかでない.班

状差敗亡に永蒸気の作用やmlヒ鉱1:段の作lflによる{)め

が考えられるが有配E=放てはr.71者1=J:ると考えらTLる

としている｡

衣 -i 弥l'jカス及び顎g.J>人件に月する効プ1才く(ノA･ワーチエル三･Jク 廿堆Nス5仏-568rl)

畑タE丑 望碧壷芸器 等蒜澗 豪放 貰買 芸等望 誹

茨致 〝 ス (訂 5-6, 3357孟宗 335箭 冒 ..--7

妄n2芸 (.5) 0118-02b O'1873芸 0045700胃 00.a

;It"d= (005) OC32-0053 ((苅 ooICS7g温 ?

警 疏 警 (03) oc630-OC- O⊂857 S㌫T oo況 ｢ ｡箭 ooco2-0∞12

帥 悌 Ou87:蒜 O- ンー006CO OO3W～010SCO OOz7C1蒜 oco70～O10-CO(004)

6時〔il横諾t/･<
aTu奴TEL(,L'i)

055

OCCg

CO105

DCO25-0仙 0

0cc86･-00130

三 ン 言 (D,) 02150-0- 0ユ弘 一.'?O6525T oo2607｡O25) 00140 000eS

姐化,,虜 (.3) 0】- -017SO OZCO-?01記号 DC04C1 諾 ヲ ロm37 ロ03O,

恕 茶 (OCS) OCO35叫 CC60 0∞11-謂 (S芸 三言 oc- occol叫 C-

骨 相 ?oTo2冒 00110-00･35 00"… Ol35 0恥 513等 oco20-4 cc35 O∝- -(OCO35)(ooze)

･hXyソ (o∝6) OCm5-00052 (3濫 亨 (0(加 .)

個琴 (1) 衣はLehmAnnHeiSZanggerによる｡

(2) ( )内に E A Lehma'll.u HE,tldezsOn･tZz,g即Tdの突放による｡但しJit初D用は5-.0分

間の数人にJ:ウ丑死する1丑既,)tの他は揖ね村茎する捕r=Ui_入し7=｡
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上述の如 くして生じ7こ評議荘重Uスと故化水葉は坑内

の如く湿完の多い大矢*では相互i:反俗して,沈没と

水になってしまうことが知られている｡文笠1莞環は大

気中の湿式(:よT目抜化さnて軸 とfJ.る1_桝 二も濃度

が下る故に枕化拡中に於ける弟放伐ガス,-C発破正枝に

呼吸することは危換皮が益 増々大づる｡必ず一定の待

時Iiilを世 く必皆がある｡ 次に斑化水兼等空完よりEl

Nスは涙凹所)=uiり災古の炭田をfJ:ナことが多いと云

bhてl'tる｡この点も充分沃忠が=払われなくではなら

ないと考えらhる●

Ⅳ 結 棒

以上の実王女並びに考察に1川ま.先払後ガスと氏化

生との反応による組 成の粗 後ガスが発生ナ,3こ

とが即ちかとなり,梁鼓汀L技に於･Jる枝Kス中の甜澱

化合物の合有jitは軸組で t)位牌tJ:臥存在 し出ること

を朋ちかにLT=｡そして同技L=粕 LIこ敬合でも線化

物を含んでいfJ:い切断では葦鼓後Kス中には托斑イヒ合

物の有卦丑は鼓弓昏されなかった｡勿論報 復Uス串の

-畷化u‡粟やニトL･-ゼuス【こ対しても充分注意誉成

され7j:けLpIほならなしD

以上の粁政はIEilkT虹菜煽原鉱策所のEP3怖各位の絶大

なる応援 と独力を粥lて弊たされ1こことをたし,深 く感

謝の渡を表します｡

V 文 献

(り r)I-G.LTdncT.S ド Ilo"el】,ztndG W
JolleS LJら 1511r 別 JnCSliul】287,1927

(2) L/A-リー チ,JL･ニヮク 有形Uス 那 6嘘畢

技術研究所 (附和17年訳)

〔昭和28年雑草講脱会に於て東胡⊃

発破筏ガスの試執 こついて (第m報)

仁 多 '(7 93･岩 崎 伯 治 阿 坂 gIL 文

(El茶化野FT幼作禁L/T)

T 縄 甘

鯛 '二放てFT点しTこガス菰批 正は勝 が坑内で実

用される番台の発故位ガス田旅 枕として有効である

店を砕きし/こ｡失政坑内 二放て罪放伐ガスの苦く政をRE

施したから,その柿巣放びirス前粥J脚二泊での試験指炎

L=ついて繋常する｡

1L 轄故方法及結果

1 ガス有BiE既 述に肘 ナる杓挽

供概 的l00L:をE3砲1=装現し,6-Elfa曳雷管で包

鎖し,屋を閉じて20分日日だ拝しI二枚和眺 筑迫の中心包S

よりUスbt村を採牧して一酸化災栄は】=0題,折噂ガ

スは労研改良些COt分析泣故を用いて分析 しf:｡;(0!

は北川式故知常で拭輸して見たががi捗粒度だったので

今Lglは関田にLfLいことにした｡

釈臥位崇を糊 Lf_仏,2･髭 1に和げるC

茨 1には平均班を相.ブたが,このy瀕に放て脱髄JY

ス及び-一読化脚 の共生故Ii後ガス拭料の分析結果に

肋 のi河 を課して紹LB弼 ぶ=当りi版 Hス紫

朋 帯糊 ニー/)析胴 涯 柁

抗 較 同 款 /I 8

鰭 :怒 l;; ▲諾 .薫 】ま l喜

生丑は十数 tIkLr一顧化朕群発4=九とは数 L/kgのはら

さがあっ1こ｡これは分析既差のJAでlL(相 隣件にも

よるものと考えられるが平ま与した｡

2 bi:内に於ける択抜

後uス恭貼抗並に丑て王托放し!=とrE8じ賓近日の煙実

を鉱山に送付し,正己銃の余りよくfJ:い適当な局遁切羽

ri7位態してその9]羽の｢発払,?行い.できるだけ辿に

引立前約5mの所で天童≡附】丘の坑銭をゴム球に探 り,坑

外′二才等ち出し妨手持用｢昆封とu:(讃分析盟tEL(J.05法)及び
妙純子用-/V〆ソ分析荘翌を用いて評耽LF=当 日の rul

に175EAヒ脚 ≡,以限Nス及び艮粟を分析し[叫.T:02は

北川芸:枚幻打判こよる簡易茨陀 だけを卯施したbその玉石

Kス欝メ判よl伽 のき三射拡′こ謀 り坑内で正ちに25秒で

改称執 こ通じて部屋LT=D

紛発鼓に当ってはまヤーバ-7'はⅣめ て硬さガス拝


